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{本夫母。〉石F費

彦輝島鮫• 
類穏の石E員

.日本白はそりうち現在世界中で 1，8 0口個ほど白限石が知られてい て

そ白数は勿論落下D途中で破壊 して多数白破片庇舟れて落ち3 0倒である。

たもりは全体を 1個児数えてある。

.残りはとれらりうちで落下が実際民目撃吉れた務下限石は約 850個で

何時落ちたか不明白発見陳石である。

務下限石について調べ て見るとそり大部骨は石質隈石で .落下数り割合同

6% {主として附-P.合金白金属相から在る 】鉄踊石

2%  〈金属相 と珪酸塩鉱物と半 々位}石飲IJI石

92% 5%以下白金属相を含む )して盛酸損鉱物で 2

839百

9%  石

石

臥

蹴

粒
粒
珠
山
川
。

球

無

る

f

、してつ在
L
C
 

f主と石質傾石

内分

とれらむうちで石質蹴石は亜陀球粒限石印刷driteと無球粒峨石 Achondri阻

陀大別吉れる。球粒蹟石と云 うりは珪酸塩白球粒 白londrule (径日.3-3開}

.多〈

陀似た組織をもっ

を点点と含んでいる構造をもつも白で.叉無味粒険石忙は球粒が在〈

は地球上の火成岩 (玄武岩 .はんれい岩叉はかんらん岩 )

ている。

無 E宇和F員石の左か陀は金属相考古まをいもりが可成 Pあるが .球粒/1¥石で

， ~量石全体は特別を例外手除いては舎かれ少 1をかれ金罫相を含んでいる昨で

ケル鉄白金属桁を含んを通じて見るとそり総個数の 90 %以上 が多少共 Z ヲ

でいる。， 

.そ白骨量 枕 4%か t， 62'6

群

鉄限石は種々白 剖 合忙ニヲケル令官んでいて

陀わたっている(2)が.総偶数"， 85%迄む鉄踊石はニヲ

2 の石蹟鉄2. 

ケル官罰が 5%から

1日万四範 囲陀 入ってい る。

Yavnel (3)は 377例。鉄阪石0 ニッケル音量?口_2 %轟陀わ吋て出現頻度
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t.e:>閃から Yavnelは鉄H¥石は 5つの群医骨れると考f槙 1閃 】を Lらベ売。

えた。

とれら白うちでュッケル脅賞 5.6%陀原大白ある y."，則自 I群と

ツケル宮s:白 yov国 l<11lI.ill.N .V群との間庄は特陀はっ

し刀‘し

6. 4 %以上自主

従って鉄険石は YavnclQ) 1群とll-V群。 2群

5.6%陀極大りある群は6.7日偶が属している白で

主Pとした区分が見られる。
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事手2 の3. 

0.，.(4)(5)は.含有する鉄也総量と そ白出現頻度と球粒傾石陀ついて Urey

それ庇よると鉄白総量t2 2 %附近と 28%附白関係をしらベプヒ。(県 2図}

2つ由グル ー プ陀舟吋られる事 を発見した。近 と陀出現頒度白極大があり

日 グル ー プと呼んだ。彼等は Eれらをそれぞれ L グループ .

L グル ー プと H グループ庇属する腕右回数は大体同じ位であるが少 [..Lグ

ルー プ白方が多いらしい。

球粒蹟石白をか K は炭素や有機物を平や多量陀含んでいて ，黒っぽい色を

呈する炭素質球粒限石臼，00皿 ceous

りもりは 19個で，落下慣石D総数陀対 [..2%を占めて い る。
〉

炭素質球粒傾石陀は有機材が官官れている事が古くから知られていたが.

(6) 最近陥gy等

現在知られている同駐車がある。chondTi te 

炭 素 質球粒慣石4. 

.或る炭素質球粒凶石It:合をれる炭化

そ Lて陥'Y等(乃亭 Staplin'但)虻

は質量分光器虻よっ て

た吋附見音
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々 ，1¥石から .微生輯化石と考え"れる色間右と lvuna

とれ九白粒子陀は地上生牧町工う念綾酸世未だ臨め られてい安いが .可成

f生牧バ γ スバーミ アP複雑念組織構造をもち .生物である事は確らしい.

陀は有利食事漢である。他来院〕

体天母のB畠石5. 

1!1石枕少くともそり大都舟むもの院小惑星と同じ群虻属するもりと考 え ら

事f星 D核は氷0 場 n~ 少 し 炭化水索中個体"-'!!l\を含むもりであるナ?てい為。

.地球陀落下す Jちと火球陀は在るが .'Jl石を残吉在いりであろ う。
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'J、感阜のもとの天休吋火車と木阜の申間約制 I芭!~忠つ党同盟 担感屈 である

と検定吉れている。月?が鉄限石陀も主~和'"石陀も上述 の 主う K 2群が認め

られるので .母天体は少し大事古の遭った 2天体 A と Bであろうと考えられ

る。

鉄繊石 と宥質険石 D落下頻度は知られている吋れども .双方自質最比四1):

定は鑑か しいので .今繊石り体積が鉄限石でも石賀級石でも 一 個当 F平均 L

て 同じであるとすると.A • B 2天体 K は 次りようなものが考えられる。

A天体は Yav田 l白 I群陀当る 5.6 %ユツケルを含む均賀会鉄肢を持ち .1:

D鉄按白質量はと白墨田質量の 5% 0 鉄核白井側は Urey• C問 ige:>H グル ープ

医属する珠粒傾右質特質から成， .星体向。骨化はあまタ進んでい企い。と

の星白質撒はこ 天体合ぜた質1世田 40 %位。

B天体位 Yav田 l白 II-V群陀当る分化成腿 Lた鉄伎を持ち .鉄桜白質量;は

星白質量白 20 % (地球 目場合は 31 %)鉄絞り外側陀は石鉄限石質設をk恥

てて Urey • Craig t7.:> L グル ープ球粒蝋石質 マ ントルがあ 9 マ γ トル白骨化

虻 よっ て一部医無球粒蝋石質り塩基性マグ マが生じている。炭素質球粒蹴石

はとり墨田表面近く白一部を代表し .1:1:では昼体内部から白郷発性成丹 D

供給庇主って酸化作用車び騒い熱水作用が起 って幸子り.原始生教も発生 しτ

いる 。

とれら A .B岡天体は主星 と衛星白関係で共通貨心。周 Pを廻っていたが

〈厳密陀は三体問題】 ロ シ s の限界陀近ず事 .岡星共 K崩嬢 Lτ小破片 庇

骨解L-. JPて小破片 岡志白衝突も符はれて.現在白 Zう念 小 惑星群 と在 った

と考えられる。 を:T7eの両Eの質 量由大都舟は木!it.火星 .地 謙 7HF月 陀害事

下'i!t収され て しをったも白であろ う.
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